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○恵庭市立学校施設少年団利用取扱要領

平成２８年３月７日

（趣旨）

第１条 この要領は、少年団の恵庭市立学校施設の利用に関し必要な事項を定めるものとする。

（用語の意義）

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。

(1) 少年団 少年団本部に登録している恵庭市内の団体をいう。

(2) 学校利用 上記の団体が恵庭市立学校施設の利用に関する要綱（平成１７年４月１日実

施。以下「要綱」という。）第２条第１項第２号の規定に該当し学校を利用することをい

う。

（責任者の登録）

第３条 学校利用を希望する少年団（以下「利用団体」という。）は、少年団学校利用責任者

等登録書（様式第１号）により毎年度、団体責任者の登録をするものとし、利用に係る一切

の責任は団体責任者が負うものとする。

２ 団体責任者が不在の場合は、代理として副責任者を置くものとする。

（利用上の注意）

第４条 利用団体には、利用する学校施設の鍵を貸与するものとする。ただし、鍵の複製は禁

止する。

２ 利用団体は、前項の規定により貸与された鍵を紛失、損傷等した場合は、直ちに、教育長

に届け出るものとする。この場合において、教育長は、利用団体の故意又は重大な過失があ

った場合は、要綱第６条の規定を適用することができる。

３ 土日祝日及び長期休業中は、１日当たり原則２時間半を目安とし、学校教育活動に影響の

ないよう児童及び生徒の疲労度に留意して利用するものとする。

４ 利用団体は、他の団体と利用調整を行ったうえで学校利用について申請するものとする。

５ 利用団体は、学校利用の後に、少年団学校施設利用日誌（様式第２号。以下「日誌」とい

う。）を記載するものとする。
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６ この要領に定めのない利用上の注意事項は、別に定める。

（暖房使用条件）

第５条 厳寒期において、児童及び生徒の怪我の防止を目的として、次の各号のいずれかの条

件を満たす場合は、暖房の使用を認めるものとする。

(1) １月及び２月

(2) 室温が５℃以下

（暖房使用上の注意）

第６条 利用団体は、暖房を使用する場合は、次に掲げる事項を遵守するものとする。

(1) 暖房の稼働時間は、１時間以内とすること。

(2) 暖房機器の操作は、団体責任者が行うものとし、当該団体責任者は、鍵ボックス内の機

械室の鍵で機械室に入り、スイッチを操作すること。

(3) 機械室の鍵は、指定の場所に保管し、学校外に持ち出さないこと。

(4) 暖房を使用した場合は、日誌に暖房稼働時間を記載すること。

(5) 機械室を退室するときは、必ず施錠すること。

(6) 退館前に、暖房の停止並びに機械室及び鍵ボックスの施錠を確認すること。

(7) 暖房機器に不具合があり作動しない場合は、その日の対応ができないことを了承し、教

育委員会へ報告すること。

附 則

この要領は、平成２８年４月１日から実施する。

附 則

この要領は、令和２年４月１日から実施する。

附 則

この要領は、令和５年３月１日から実施する。
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